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平成３０年１２月１０日 

タイトル 
地場産品の紹介と地域福祉・被災地支援のために 

義援金と地場産豚肉を贈呈 

Ｗｈｅｎ 

（いつ） 

１２月１９日（水曜日） 

午前１１時半 市長へ豚肉の贈呈と義援金を寄付 

午後 １時 各施設へ豚肉を贈呈 

Ｗｈｅｒｅ 

（どこで） 

【義援金の寄付】 

市役所本庁舎３階 市長応接室 

【豚肉の贈呈先施設（特別養護老人ホーム）】 

・はだの松寿苑 （１００名、戸川３８１－１２） 

・湖 （７５名、平沢２４２６－１） 

・田原の里 （２９名、西田原３６０－１） 

・湘南老人ホーム（１５３名、下大槻１１６９－２） 

Ｗｈｏ 

（だれが） 

門倉 敏夫 氏 （鶴巻１７９１番地） 

※鶴巻において（有）門倉種豚場を経営し、豚約 3,000頭を飼育。 

※今年度より、秦野市畜産会会長を務める。 

Ｗｈａｔ 

（なにを） 

・自家産豚精肉 約８０kg（２頭分） 

・平成３０年北海道胆振東部地震義援金 ８０，０００円 

Ｈｏｗ 

（どのように） 

門倉氏から市長に豚肉と義援金を渡した後、豚肉を上記特別養

護老人ホームに配布します。 

Ｗｈｙ 

（なぜ） 

新鮮で安全な地場産豚肉を紹介するとともに、地域福祉へ貢献

するため毎年豚肉の贈呈を行っています。 

今年は、平成３０年北海道胆振東部地震で被災した人達への支

援のため、義援金の寄付も行います。 

過去の実績 

 豚肉の贈呈は平成８年から毎年実施しており、今年で２３回目

になります。 

【昨年の内容】 

 市長及び特別養護老人ホーム（４施設）へ豚肉を贈呈。 

 ・はだの松寿苑  

・菖蒲荘 

・寿湘ヶ丘老人ホーム 

・秦野陽光園 

問い合わせ 
農産課 農業支援センター 担当：鈴木 
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